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宮川政昭 蜃気楼魚津クラブ 代表 ２００５年（平成１７年）５月１５日(日)

《 蜃気楼と湿冷帯（層）その２ 》

湿 冷 帯（層） 移 動 （説）

春、立山連邦の雪解け水が、黒部川に一挙に富山湾に流れ込むと時、河口では、海面に接する暖められ

た大気が、冷たい清流がまるで水冷式エヤコンが存在するかのように河口周辺の大気が冷やされることに

より、海面上が周辺より湿度が高く気温が低い霧が発生、この霧を湿冷帯と呼ぶ。この湿冷帯が北よりの

風が吹く時、黒部川河口より生地鼻灯台の先端を通り魚津の沖より海岸へ、

そして滑川市高塚の海岸へ流れ込み、湿冷帯が層となる。

この湿冷層が光の屈折の役割のレンズになり、魚津の海岸より対岸の建物など伸びたり、逆立ちした

虚像を造りだす。 これが魚津海岸より見ることの出来る蜃気楼の出現になる。

海上の湿冷帯の存在と流れの観測

１.魚津港より黒部川河口周辺海上の観測

魚津港より黒部川河口周辺の海上観測の軌跡

黒部川周辺の海水温度

下のグラフでは河口より北西方向に 1Ｋｍ、北方向

（湾外）に大きく川水が流れ出る。（下がり潮）

海水温 １２．０度～１８．７度と大きく変化。

黒部川河口周辺の湿度の変化

Ａ（南西）．Ｂ（西），Ｃ（北西），Ｄ（北）のいずれも５．８ｍより２．８ｍの高さの湿度が高い、（10～15％の差）北５．８ｍ、４０

０ｍで５１．５％もっとも低くい、南西５．８ｍ、２Ｋｍと北西５．８ｍ、４Ｋｍ附近、低く推移。北西２．８ｍ、６００～７００ｍで８１．

９％ともっとも高い湿度を観測、河口２．８ｍ、１～２Ｋｍ附近、高く推移。黒部川河口周辺では、わずか３ｍの違いで、海面

上の低い位置には湿度の高い部分が存在し、これがまさしく湿冷帯（霧）そのものである。

３ｍの高さでは１０％～１５％の湿度の差がある。

黒 部 川 河 口 周 辺

Ａ （南西）２．２Ｋｍ

Ｂ （西）６Ｋｍ

Ｃ （北西）５Ｋｍ

Ｄ （北）４．３Ｋｍ

潮の流れ（下がり潮）

２００４年（平成１６年）５月２３日（日）午前１０時より午後１時２３分まで観測
河口より黒部川の水、潮の流れに乗って湾外（下がり潮）に流れ出る。
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北風 2m/s
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観測機器の使用と取り付け位置

SK -L200TH

湿度と気温計記録
GPS 距離測定

SK -L200T

海水温度記録 緯度と経度と距離記録

船の移動観測に気温と湿度
は海面より２．８ ｍと５．８ ｍ
の２箇所に、海水温度、距離、
緯度、経度、を腕時計の時間に
すべての計測器に合わせ
１分間隔に自動で記録。
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左の 2箇所に取り付け

１ .魚津港より黒部川河口周辺海上の観測 2004年5月23日（日）
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黒部川河口周辺の気温の変化

Ａ（南西）．Ｂ（西），Ｃ（北西），Ｄ（北）のいずれも、５．８ｍより２．８ｍの高さの気温が低めに推移する。 北西２．８ｍ、０．

９～１．３Ｋｍで１６．８度、南西５．８ｍ、２～２．１Ｋｍで２３．９.℃、その差７．１度の気温差。北西５．８ｍ、４．１Ｋｍ附近高

く推移。黒部川河口周辺では、気温でも、わずか３ｍの違いで、温度差部分が存在し、（前ぺｰジのグラフ）これがまさしく

気温が低く湿度が高い湿冷帯（霧）そのものである。３ｍの高さでは、温度差は２．５度 多い所では３．９度と大きく差があ

る。

黒 部 川 河 口 周 辺 の 湿 冷 帯 の 発 生

黒部川周辺海上では観測結果より５．８ｍより２．８ｍの高さが湿度高く、気温が低い、湿冷帯（霧）が

大量に発生、製造され、それが北風に乗って、魚津沖の海上、更に滑川市高塚へと移動し、

蜃気楼出現の要因になる。

Ａ （ 南 西 ） ２ ． ２ Ｋ ｍ

Ｂ （ 西 ） ６ Ｋ ｍ

Ｃ （ 北 西 ） ５ Ｋ ｍ

Ｄ （ 北 ） ４ ． ３ Ｋ ｍ

潮 の 流 れ （ 下 が り 潮 ）

北 風
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湿 冷 帯 （ 霧 ）
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2.湿冷帯の流れ（スｰピｰド）の観測

荒俣と高塚の気温、湿度

２００４年６月１５日（火）の観測デｰタ（下のグラフ）

荒俣では１５時過ぎより急激に湿度が上昇、

その５０分後に、１６Ｋｍ南南西離れた高塚の湿

度が上昇。 北（荒俣）の湿気の塊が風に流され、

南南西（高塚）に到達、したこ事になる。この時、

計算すると風速では５ｍ/ｓになる。 風速２ｍ/ｓ

では、荒俣より１６Ｋｍ離れた高塚まで、到達に約

１３０分 要する事になる。これが湿冷帯に置き換

えると、同じ事が言える事になる。

蜃気楼出現が北の生地鼻灯台より始まり、時間

がずれて富山市草島、水橋、滑川市高月、高塚と

出現、下のグラフが物語る。

黒部川周辺の湿冷帯（層）の発生と流れ

１.黒部川河口周辺に発生した湿冷帯は２．８ｍでは５．８ｍより湿度が 高く気温は低い。

湿度は１０％～１５％（２．８ｍが高い） その差は気温では２．５度～３．９度（５．８ｍが高い

２００４年５月２３日（日）観測 曇り

陸上では観測できない事が、黒部川河口周辺では湿度、気温が大きく変化（高低差）している事が

わかる。

２、黒部川河口周辺で発生した湿冷帯（層）は１６Ｋｍ（南南西）離れた滑川市高塚まで５ｍ／ｓでは５０分で

到達、２ｍ/ｓは約１３０分の時間が必要になる。 ２００４年６月１５日（火）荒俣と高塚の観測記録より
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２００３年
片貝川河口 本新 高塚 （３箇所）

２００４年
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浜黒崎 草島 （６箇所）
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草島 （５箇所）
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